
 

令和５年度 第３回柏崎警察署協議会議事概要 

 

 

開催日時  令和５年12月13日（水）午後１時30分から午後３時20分まで 

開催場所  柏崎警察署講堂 

 

 

 

出 席 者 

 

 

 

 

 

委      員
 

（定数13人）
 

 

 山﨑会長 小林副会長 田村副会長 

 間島委員 清水委員 押見委員 遠山委員 

 坂井委員 廣川委員 藤田委員 三井田委員 

計11名 

警   察
 
 須田署長 長部副署長 木村警務課長 

 織田会計課長 鈴木生活安全課長 吉田地域課長 

 南雲刑事課長 高橋交通課長 新通警備課長 

計９名
 

 

 

管内の治安情勢 

 各課長から、令和５年10月末現在の管内情勢について資料に基づき説明があった。 

前回の答申に対する活動状況 

 署長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について下記のとおり説明があっ

た。 

 

１ 犯罪抑止対策の推進 

(1) 犯罪発生状況について 

(2) 犯罪抑止広報活動状況について 

(3) 特殊詐欺防止対策について 

 

２ 交通死亡事故抑止対策の推進 

(1) 交通指導取締り活動状況について 

(2) 交通安全広報活動の推進について 

(3) 自転車ヘルメット着用状況について 

(4) 横断歩行者等がいる場合の横断歩道での停止義務について 

 

諮問 



署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。 

 

１ 犯罪抑止対策の推進 

 (1) 年末年始における犯罪抑止対策の推進について 

(2) 特殊詐欺被害防止について 

 

２ 交通死亡事故抑止対策の推進 

(1) 交通死亡事故の発生状況について 

(2) 交通安全教育及び広報活動の推進について 

(3) 交通取締りの推進について 

 

諮問に対する意見・質疑等（〇は署長等の説明） 

交通指導取締り活動への御礼が言いたい。 

 子供が事故に遭いそうになったり当て逃げがあったりした交差点の取締りを強化し

てもらえたおかげで交通ルールが良くなったため、非常に感謝している。 

答申      

質疑の後、柏崎警察署協議会として協議、検討した結果、諮問のとおり推進するよ

う答申した。 

質疑（○は署長等の説明） 

１ 刈羽村で発生した倉庫荒らしの被害品は全て返還してもらえるのか。 

○ 犯人が所持している物は返還できるが、売却してしまったものは返還できない。 

 

２ 日頃から交通事故防止広報を積極的に行ってもらい感謝しているが、特殊詐欺防

止広報についてはもう少し頑張ってもらいたいという印象を受ける。 

  関係機関等と連携して広報活動を積極的に行ってもらいたい。 

○ 各関係機関と連携して広報活動を行っていきたいと思う。 

 

３ 自分の周囲に特殊詐欺に騙されそうになった者がおり、詐欺の手口がいかに巧妙

かを聞いて誰でも騙される可能性があると思った。 

  自分は騙されないという考えは捨てて気を付けていきたいと思う。 

○ 電話による折り返しの連絡は絶対にせず、少しでも怪しいと思ったら信用しない

ようにしてほしい。 

 

４ 令和５年10月末現在での特殊詐欺発生状況の中に高額な被害があったが、これは

１回で振り込んでしまったのか。 

○ １回で振り込んだものではなく、数回に分けて振り込まれたもの。 

  身に覚えのない連絡は出ずに無視してほしい。 



５ 年末年始、署としてどのように特殊詐欺被害防止広報に取り組んでいこうと考え

ているか。 

○ 年末年始は金が動く時期のため、より力を入れて広報活動に取り組まなければな

らないと考えている。 

  実際にATMを使用している方に対して、積極的に広報活動を行っていきたいと思う。 

 

６ 新潟県は歩行者が横断歩道を渡ろうとしていても車両が停止しない。 

  横断歩道の色が薄いのもその一因ではないか。 

○ 早急に全てを実施することは難しいが、横断歩道の点検を順次実施し、いただいた

意見も含めて対応できるものから適宜塗り直していきたいと思う。 

 

７ 新潟県は歩行者が横断歩道を渡ろうとしていても車両が停止しない。 

  このことについて県警は危機感を抱いていると思うが、これを改善する具体的な

方策はないのか。 

○ ルールを守る意識の欠如が招いている状態であると考えている。 

  取締りを強化し、ルールを守る意識を高めていきたい。 

 

 速度等取締り指針の策定 

 交通課長から、交通事故発生実態に合わせた速度取締り等を実施する旨の説

明があり、了解した。 

 


